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前回（1212回例会）の記録
平成27年５月21日（木）

■ゲスト

  
■ビジター

■出席報告
 会　員　数　25名
 免 除 者 数 ２名
 対 象 者 数　23名
 本日出席者　20名
 欠 席 者 数 ３名
 出　席　率　86.96%

■1211回出席報告の修正
　1211回欠席者 ３名
　メイクアップ １名
　欠　席　者 ２名
　修正出席率　 86.96%→　91.30%
●メイクアップ
矢頭会員（中津中央４/28）

●欠席者
籾倉会員・渡邊会員

会長  梶 原  清 二 　　幹事  川 崎  　 潤　　会報担当  中 島 宏一郎　　クラブ広報委員長  中 島 宏一郎

◉本日の例会プログラム 「クラブフォーラム」辛嶋次期会長
 グランプラザ中津ホテル
  ◎次回例会プログラム 「中津中央ロータリークラブ40周年記念式典」
 グランプラザ中津ホテル

◎ロータリーソング　奉仕の理想

◎会長の時間　梶原会長

　今日は職場例会ということで「いずみ
の園」さんにお邪魔いたしています。
　日本は高齢化社会をむかえ今後ますます養護老人施
設の需要は高まることと思います。入所したくても順
番待ちで大変な時代となりました。戦後のベビーブー
ムの人達が一段落つくまではこの状態は続くものと思
われます。
　それから「いずみの園」さんでは保育園も経営され
ていますが今の若いお母さん方はお子さんを保育園に
預けて勤めにでています。こちらもとても大事な職場
です。「グレース保育園」といいます。

　今日は「福祉の里センター サマリア館」を見学さ
せていただきます。

◎幹事報告　川崎潤幹事

●例会変更　中津中央RC
　　　　　　6/9（火）→ 夜間例会 18：30 ～
　　　　　　　　　　　　 ヴィラルーチェ
　　　　　　6/30（火）→ 最終例会 18：30 ～
　　　　　　　　　　　　 ヴィラルーチェ
　　　　　　大分RC、大分東RC、大分臨海RC、大分南
　　　　　　RC、大分中央RC、大分1985RC、大分城西
　　　　　　RC、別府RC、竹田RC、湯布院RC、別府
　　　　　　北RC、別府東RC、別府中央RC
●週報受理　仙台平成RC、杵築RC　
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●幹事報告
・中津中央RCより6月例会プログラム 

◎本日のメニュー

◎その他報告事項　辛嶋会員

　６月７日の午前10時から、安心院旅行村で青少年奉
仕活動を行います。
　また、来週の例会までに次年度の事業計画書を提出
して下さい。

◎職場例会

中津総合ケアセンター いずみの園
福祉の里センター サマリア館
　本日は、中津総合
ケアセンターいずみ
の園サマリア館で例
会を行いました。
　当施設の役員でも
あります、出納会員
と職員の豊田氏より
当施設の紹介をいた
だきました。
　「かきぜサポートセ
ンター」にある「福
祉の里センター サマリア館」では、地域の方も利用
できる会議室、文化伝承スペースを設置しています。
　その中で、本日は「中津市地域子育て支援センター 
ポール」や「児童発達支援・放課後等デイサービス 
マルコ」、「運動スペース」などを見学させていただき
ました。

　先ずは、施設の職員
の豊田様から各施設と
その施設のコンセプト
についてご教授いただ
きました。

　特に、「児童発達支援・
放課後等デイサービス 
マルコ」「運動スペース」
では、利用される児童
の障害に応じてそれぞ
れの運動ができるよう
に、横揺れのブランコ
型椅子やトランポリン、
エアプールなどが設置
されており障害に応じ

たケアができるようになっております。

　本日は短い時間で
はありましたが、「サ
マリア館」のコンセ
プトやねらい、事業
内容の説明をいただ
きました。これから
も多くの方々に「サ
マリア館」を利用し
ていただき、地域の
中の拠点となるよう
に事業運営に努めて
いきますとのことでした。


